
勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
労
働
省
令
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
令
第
十
三
条
の
四
第
二
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
等
）

（
令
第
十
三
条
の
四
第
二
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
方
法
等
）

第
一
条
の
三

（
略
）

第
一
条
の
三

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

令
第
十
三
条
の
四
第
三
項
の
申
出
は
、
同
項
に
規
定
す
る
当
初
の
年
金
支
払
期
間
の
二
分
の
一
を
経
過
し
た

後
、
当
該
契
約
に
基
づ
く
最
後
の
年
金
支
払
日
前
の
年
金
支
払
日
に
お
け
る
当
該
契
約
に
基
づ
く
預
貯
金
等
及

び
こ
れ
に
係
る
利
子
等
（
法
第
六
条
第
一
項
第
一
号
イ

に
規
定
す
る
利
子
等
を
い
う
。
次
条
及
び
第
一
条
の

十
三
に
お
い
て
同
じ
。）の
金
額
が
当
該
年
金
支
払
日
に
お
け
る
年
金
支
払
額
以
下
の
額
と
な
る
見
込
み
で
あ
る

旨
を
明
ら
か
に
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

３

令
第
十
三
条
の
四
第
三
項
の
申
出
は
、
同
項
に
規
定
す
る
当
初
の
年
金
支
払
期
間
の
二
分
の
一
を
経
過
し
た

後
、
当
該
契
約
に
基
づ
く
最
後
の
年
金
支
払
日
前
の
年
金
支
払
日
に
お
け
る
当
該
契
約
に
基
づ
く
預
貯
金
等
及

び
こ
れ
に
係
る
利
子
等
（
法
第
六
条
第
一
項
第
一
号
イ

に
規
定
す
る
利
子
等
を
い
う
。
次
条
及
び
第
一
条
の

十
三
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
金
額
が
当
該
年
金
支
払
日
に
お
け
る
年
金
支
払
額
以
下
の
額
と
な
る
見
込
み

で
あ
る
旨
を
明
ら
か
に
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

４
〜
９

（
略
）

４
〜
９

（
略
）

（
令
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
）

（
令
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
）

第
一
条
の
十
三

令
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合

に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
と
す
る
。

第
一
条
の
十
三

令
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合

に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
書
類
と
す
る
。

一

持
家
と
し
て
の
住
宅
の
取
得
の
た
め
に
勤
労
者
財
産
形
成
住
宅
貯
蓄
契
約
（
法
第
六
条
第
四
項
に
規
定
す

る
勤
労
者
財
産
形
成
住
宅
貯
蓄
契
約
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
、
第
一
条
の
十
八
及
び
第
一
条
の
二
十
一
に
お

い
て
同
じ
。）に
基
づ
く
預
貯
金
等
及
び
こ
れ
に
係
る
利
子
等
の
払
出
し
等
（
令
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す

る
払
出
し
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
す
る
場
合

次
に
掲
げ
る
書
類

一

持
家
と
し
て
の
住
宅
の
取
得
の
た
め
に
勤
労
者
財
産
形
成
住
宅
貯
蓄
契
約
（
法
第
六
条
第
四
項
に
規
定
す

る
勤
労
者
財
産
形
成
住
宅
貯
蓄
契
約
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
、
第
一
条
の
十
八
第
一
項
及
び
第
一
条
の
二
十

一
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）に
基
づ
く
預
貯
金
等
及
び
こ
れ
に
係
る
利
子
等
の
払
出
し
等
（
令
第
十
四
条
第

一
項
に
規
定
す
る
払
出
し
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
す
る
場
合

次
に
掲
げ
る
書
類

イ

そ
の
取
得
の
た
め
に
勤
労
者
財
産
形
成
住
宅
貯
蓄
契
約
に
基
づ
く
預
貯
金
等
及
び
こ
れ
に
係
る
利
子
等

に
係
る
金
銭
を
充
て
る
住
宅
の
登
記
事
項
証
明
書
、
建
設
の
工
事
の
請
負
契
約
書
、
売
買
契
約
書
そ
の
他

の
書
類
で
当
該
住
宅
を
取
得
し
た
こ
と
、
当
該
住
宅
を
取
得
し
た
年
月
日
、当
該
取
得
に
係
る
頭
金
等（
法

第
六
条
第
四
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
頭
金
等
を
い
う
。
次
号
イ
、
第
一
条
の
十
八
及
び
第
一
条
の
二
十

一
に
お
い
て
同
じ
。）の
額
及
び
令
第
十
四
条
の
三
に
定
め
る
金
銭
の
支
払
に
充
て
ら
れ
た
額
の
合
計
額
が

当
該
取
得
に
関
し
払
出
し
等
を
す
る
当
該
勤
労
者
財
産
形
成
住
宅
貯
蓄
契
約
に
基
づ
く
預
貯
金
等
及
び
こ

れ
に
係
る
利
子
等
に
係
る
金
銭
の
額
以
上
の
額
で
あ
る
こ
と
、
当
該
住
宅
の
床
面
積
、
当
該
住
宅
が
建
設

さ
れ
た
年
月
日
並
び
に
当
該
住
宅
の
所
在
地
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
又
は
そ
の
写
し

イ

そ
の
取
得
の
た
め
に
勤
労
者
財
産
形
成
住
宅
貯
蓄
契
約
に
基
づ
く
預
貯
金
等
及
び
こ
れ
に
係
る
利
子
等

に
係
る
金
銭
を
充
て
る
住
宅
の
登
記
事
項
証
明
書
、
建
設
の
工
事
の
請
負
契
約
書
、
売
買
契
約
書
そ
の
他

の
書
類
で
当
該
住
宅
を
取
得
し
た
こ
と
、
当
該
住
宅
を
取
得
し
た
年
月
日
、当
該
取
得
に
係
る
頭
金
等（
法

第
六
条
第
四
項
第
一
号
ロ
に
規
定
す
る
頭
金
等
を
い
う
。
次
号
イ
、
第
一
条
の
十
八
第
一
項
及
び
第
一
条

の
二
十
一
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
額
及
び
令
第
十
四
条
の
三
に
定
め
る
金
銭
の
支
払
に
充
て
ら
れ
た

額
の
合
計
額
が
当
該
取
得
に
関
し
払
出
し
等
を
す
る
当
該
勤
労
者
財
産
形
成
住
宅
貯
蓄
契
約
に
基
づ
く
預

貯
金
等
及
び
こ
れ
に
係
る
利
子
等
に
係
る
金
銭
の
額
以
上
の
額
で
あ
る
こ
と
、
当
該
住
宅
の
床
面
積
、
当

該
住
宅
が
建
設
さ
れ
た
年
月
日
並
び
に
当
該
住
宅
の
所
在
地
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
又
は
そ
の
写
し

ロ

そ
の
者
の
住
民
票
の
写
し
（
そ
の
者
の
転
勤
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
当
該
住
宅
が
そ
の

者
の
住
所
に
存
し
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
当
該
や
む
を
得
な
い
事
情
が
解
消
し
た
後
は
そ
の
者
が
当
該
住
宅

に
居
住
す
る
こ
と
と
な
る
と
そ
の
者
が
申
し
出
る
場
合
に
は
、
当
該
申
出
に
係
る
書
面
、
当
該
や
む
を
得

な
い
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
、
当
該
住
宅
に
居
住
す
る
そ
の
者
の
配
偶
者
又
は
扶
養
親
族
（
所
得
税

法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
条
第
一
項
第
三
十
四
号
の
扶
養
親
族
を
い
う
。以
下
こ
の
号
、

次
条
第
三
号
及
び
第
一
条
の
十
四
の
二
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
住
民
票
の
写
し
及
び
当
該
配
偶
者
又

は
扶
養
親
族
が
そ
の
者
の
配
偶
者
又
は
扶
養
親
族
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
。
次
号
、
第
一
条

の
十
八
及
び
第
一
条
の
二
十
一
に
お
い
て
同
じ
。）

ロ

そ
の
者
の
住
民
票
の
写
し
（
そ
の
者
の
転
勤
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
当
該
住
宅
が
そ
の

者
の
住
所
に
存
し
て
お
ら
ず
、
か
つ
、
当
該
や
む
を
得
な
い
事
情
が
解
消
し
た
後
は
そ
の
者
が
当
該
住
宅

に
居
住
す
る
こ
と
と
な
る
と
そ
の
者
が
申
し
出
る
場
合
に
は
、
当
該
申
出
に
係
る
書
面
、
当
該
や
む
を
得

な
い
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
、
当
該
住
宅
に
居
住
す
る
そ
の
者
の
配
偶
者
又
は
扶
養
親
族
（
所
得
税

法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
条
第
一
項
第
三
十
四
号
の
扶
養
親
族
を
い
う
。以
下
こ
の
号
、

第
一
条
の
十
四
第
三
号
及
び
第
一
条
の
十
四
の
二
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
住
民
票
の
写
し
及
び
当
該

配
偶
者
又
は
扶
養
親
族
が
そ
の
者
の
配
偶
者
又
は
扶
養
親
族
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
書
類
。次
号
、

第
一
条
の
十
八
第
一
項
及
び
第
一
条
の
二
十
一
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）

令和年月日 火曜日 (号外特第号)官 報
〇
厚
生
労
働
省
令
第
七
十
一
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
八
年
政
令
第
九
十
八
号
）
及
び
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
八
年
財
務
省
令
第
二
十
一
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
勤
労
者
財
産
形
成
促

進
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
三
十
二
号
）
第
十
四
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
項
（
同
令
第
十
四
条
の
九
第
二
項
及
び
第
十
四
条
の
十
六
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
四
条
の
二
、
第
十
四
条
の
九
第
一

項
第
一
号
並
び
に
第
十
四
条
の
十
六
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
勤
労
者
財
産
形
成
促
進
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎


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